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鎌
倉
時
代
の
日
本
漢
音
資
料
に
お
け
る
濁
声
点
加
点
に
つ
い
て

佐

々

木

勇

一
、
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

日
本
語
に
お
け
る
濁
音
の
歴
史
は
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
近
年
、
訓
点
資
料
を
用
い
た
築
島
裕
・
沼
本
克

明
の
研
究
に
よ
っ
て
、
濁
音
表
示
法
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
初
期
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

一
、
濁
音
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
党
語
音
表
記
の
場
で
「
濁
音
仮
名
」
と
し
て
始
ま
り
、
や
が
て
、
「
濁
声
点
」
と
「
濁
点
」
と
に

分
化
し
た
。

二
、
両
者
の
う
ち
、
声
調
と
濁
音
と
を
同
時
に
表
示
で
き
る
「
濁
声
点
」
が
生
き
残
り
、

二
五
0
1
二
六
O
年
頃
、
複
声
点

形
式
に
統
一
さ
れ
た
。

三
、
し
か
し
、
濁
音
の
み
を
表
示
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
消
え
ず
、
濁
声
点
を
用
い
て
、
濁
音
を
重
点
的
に
表
示
す
る
資
料
が
増

加
し
て
い
く
。

そ
の
後
、

一
四

O
O年
以
降
、
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
和
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
の
影
響
を
受
け
、
濁
声
点
は
濁
音
の
み
を
示
す
「
濁
点
」

と
な
り
、
現
在
の
右
肩
濁
点
に
定
着
す
る
ま
で
の
歴
史
が
、
具
一
体
的
資
料
に
よ
っ
て
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。



ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
濁
音
表
示
の
中
心
的
方
法
で
あ
っ
た
「
濁
声
点
」
の
形
式
に
諸
種
が
あ
り
、
宗
派
・
流
派
に
よ
っ
て
使
い
分

け
ら
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
、
小
林
芳
規
『
肝
伝
防
音
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
(
一
九
六
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
)
第
五
章
第
五
節
に
述
べ
ら
れ
た
博
士

家
ご
と
の
濁
声
点
使
用
の
実
態
を
、
私
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

博
士
家
の
濁
声
点
使
用
は
、
仏
家
と
比
べ
て
遅
れ
る
。
早
い
例
は
、
『
史
記

孝
景
本
紀
』
大
治
二
年
ご
ゴ
ア
七
)
点
・
九
条
本

文
選
巻
第
十
七
保
延
二
年
(
一
二
二
六
)
点
・
同
巻
二
十
承
安
二
年
(
二
七
二
)
点
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
紀
伝
道
の
官
原

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

家
・
藤
原
家
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
菅
原
家
は
、
∞
形
式
の
濁
声
点
を
用
い
、
藤
原
家
は
、
↑
形
式
の
濁
声
点
を
用
い
て
い
た
。

藤
原
家
の
濁
声
点
↑
は
、
天
台
宗
関
係
の
仏
家
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
経
道
は
、
濁
声
点
の
使
用
が
や
や
遅
れ
る
。
清
原
家
は
∞
を
用
い
、
中
原
京
は
ト
を
用
い
た
。
中
原
家
の
濁
声
点
↑
は
、

藤
原
家
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

菅
原
家
|
∞

-
紀
伝
点
使
用

清
原
家
|
∞

-
明
経
点
使
用

藤
原
家
|
↑

中
原
家
|
↑

-
紀
伝
点
使
用

-
紀
伝
点
使
用

こ
れ
ら
、
家
ご
と
の
濁
声
点
の
使
い
分
け
は
、
室
町
時
代
に
な
る
と
見
ら
れ
な
く
な
る
。

右
の
事
実
が
知
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
訓
点
の
系
統
を
よ
り
正
確
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
濁
声
点
の
存
在
と
形
式
と
に
注
目
し
た
た
め
、
当
該
資
料
に
お
い
て
濁
声
点
が
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
清
濁
を
ど
の
程
度
区
別
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
触
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
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本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
調
査
し
た
結
果
を
報
告
し
た
い
。
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二
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
清
原
家
な
ら
び
に
藤
原
家
加
点
資
料
に
お
け
る
濁
声
点

ま
ず
、
加
点
者
が
明
ら
か
で
、
か
つ
残
存
す
る
古
訓
点
資
料
が
比
較
的
多
い
、
清
原
家
訓
点
本
に
お
け
る
実
態
を
見
る
。

付
、
鎌
倉
時
代
の
清
原
家
点
本
に
お
け
る
濁
声
点

凶
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
鎌
倉
中
期
点

金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
巻
第
一

i
巻
第
十
の
経
部
は
、
清
原
教
隆
の
自
筆
加
点
本
で
あ
る
。
建
長
五
年
(
一
二
五
三

)
i正
嘉
元

年
(
一
二
五
七
)
に
か
け
て
加
点
さ
れ
た
。
奥
書
に
依
れ
ば
、
こ
の
加
点
は
、
「
相
伝
」
さ
れ
た
「
訓
説
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
経
部

で
使
用
さ
れ
て
い
る
ヲ
コ
ト
点
は
、
明
経
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
教
隆
が
基
づ
い
た
の
は
、
清
原
家
累
代
の
訓
説
で
あ
ろ
う
。

金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
に
お
い
て
、
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
た
例
は
、
次
濁
字
を
中
心
に
三
二
二
例
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
濁
声
点
を
省
略
し
て
単
声
点
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
例
は
、
疑
い
を
残
す
も
の
を
含
め
て
、
十
八
例
に
過
ぎ
な

(2) 

か
っ
た
。
一
般
に
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
濁
声
点
は
恐
意
的
に
加
点
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
中
に
も
、
こ
の
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
の
よ
う
に
、
濁
声
点
に
よ
る
濁
音
表
示
を
高
率
で
行
つ

て
い
る
も
の
が
存
す
る
。

日
三
千
院
蔵
『
古
文
孝
経
』
建
治
三
年
点

三
千
院
蔵
『
古
文
孝
経
』
建
治
三
年
(
一
二
七
七
)
点
は
、
古
典
保
存
会
か
ら
覆
製
本
が
出
て
、
国
語
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
て

い
る
。



奥
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

建
治
三
年
八
月

日
依
垂
髪
御
説
/
如
形
染
筆
畢
本
白
書
生
不
堪
之
間
/
於
字
枇
謬
済
々
欺
尤
不
便
盟
一
一
型
院
/

金
王
丸
重
記
之

金
王
磨
之

(
別
筆
)
同
九
月
上
旬
交
点
之
書
本
之
点
不
一
途
頗
可
謂
狼
藷
本
敗
/
何
以
証
本
移
点
畢

点
本
記
云
/
建
保
五
年
(
一
二
一
七
)
孟
夏
上
旬
之
比
以
主
水
正
清
原
頼
尚
真
人
本
/
書
写
移
点
了
頼
業
良
業
等
以
此
本

為
相
伝
本
尤
可
/
秘
蔵
者
也
〈
云
云
〉

己
上

右
の
奥
書
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
建
治
三
年
(
一
二
七
七
)
に
金
王
丸
が
寂
空
に
書
写
移
点
を
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の

底
本
が
、
「
狼
藷
本
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
翌
月
、
あ
ら
た
に
建
保
五
年
(
一
二
一
七
)
の
奥
書
を
持
つ
清
原
頼
尚
加
点
の
清
家
伝
来
本
に

てっ
上
臼
山

内
川
H

4
H
M
 

占山声硝
幸
い
原
本
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
、
本
資
料
の
鎌
倉
時
代
訓
点
に
は
、

7
(
3
)
 

相
た
。

料資音漢本ロuの代時倉鎌

よ
っ
て
訓
点
を
加
え
た
。

今
問
題
と
し
て
い
る
声
点
に
も
、
大
き
な
朱
星
点
と
小
さ
な
朱
星
点
、
お
よ
び
墨
圏
点
が
存
す
る
。
墨
点
が
大
き
な
朱
星
点
を
避
け

る
よ
う
に
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
複
製
本
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

加
点
順
に
、
少
な
く
と
も
次
の
四
筆
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

①
第
一
次
朱
点
|
|
大
ぷ
り
で
濃
い
朱
点

②
第
一
次
墨
点
|
|
濃
い
墨
点

③
第
二
次
朱
点
|
|
小
ぷ
り
で
薄
い
朱
点

④
第
二
次
墨
点
|
|
薄
い
墨
点

こ
れ
ら
は
、
仮
名
字
体
か
ら
、
加
点
時
に
大
き
な
聞
き
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
(
そ
の
他
、
南
北
朝
期
以
降
の
後
筆
も
見
ら
れ

る)。試
み
に
、
清
原
教
隆
は
じ
め
清
家
累
代
の
氏
名
を
奥
書
に
記
す
京
都
大
学
蔵
『
古
文
孝
経
』
鎌
倉
末
期
写
本
の
対
応
箇
所
と
対
照
し

321 

て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
(
所
在
は
、
行
数
で
示
す
。
以
下
、
同
じ
)
。
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dl 
(
三
千
院
本
犯
行
目
)

誼
(
去
濁
〕

(
京
都
大
学
蔵
本
対
応
箇
所
)

~， 

J訳!

(
三
千
院
本
山
行
目
)

厳
(
平
濁
)

(
京
都
大
学
蔵
本
対
応
箇
所
)

右
の
三
十
三
行
目
∞
が
第
一
次
墨
点
に
よ
る
墨
圏
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
下
の
清
家
本
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
三
千
院
本
の
奥
書
に

記
さ
れ
た
清
家
本
に
依
る
訓
点
は
、
こ
の
墨
圏
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
三
十
三
行
目
の
例
は
、
大
き
な
朱
声
点
(
第
一
次
朱
点
)
に
よ
っ
て
↑
が
加
点
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
原

本
で
は
、
↑
の
一
部
分
は
、
墨
点
で
あ
る
。

二
四
五
行
目
「
厳
」
の
例
も
、
第
一
次
朱
星
点
・
に
第
二
次
朱
点
で
-
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

他
に
、
日
本
漢
音
に
お
い
て
濁
音
に
な
る
こ
と
が
原
則
の
次
濁
字
に
、
こ
の
大
ぷ
り
の
朱
点
(
第
一
次
朱
点
)
に
よ
っ
て
声
点
を
加

点
し
た
例
が
、
四
例
存
す
る
。
し
か
し
、
全
例
左
の
と
お
り
、
単
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
資
料
の
第
一
次
朱
点
は
、
濁
声
点
を
加
点

し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
漢
字
に
、
翌
月
加
点
の
墨
点
が
濁
声
点
を
加
え
て
い
る
。

者

(m)

記
員
(
幻
)

木
路
(
花
)

気
(
日
)

先
に
掲
げ
た
例
を
含
め
て
、
声
点
が
示
す
声
調
は
、
朱
墨
同
一
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
後
に
清
家
本
に
依
っ
て
墨
点
を
加
点
し
た
金
王

(
4
)
 

丸
は
、
濁
音
を
明
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。

本
資
料
墨
点
で
は
、
右
以
外
の
次
濁
字
に
対
し
て
も
、
濁
声
点
が
高
率
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
呉
音
の
混
入
か
と
思
わ
れ
る
例
を
除

い
て
、
若
干
例
を
、
次
に
掲
げ
る
。

馬
(
上
軍
(
目
白
)

廟
芸
溺
)
(
凶
)

母
〔
上
溺
)
(
お
)

墨
(
入
竪
調
)
(
幻
)

睦
(
入
濁
)
(
押
印
附
)

武
(
上
濁
}
(
臼
)



墨
点
の
濁
声
点
加
点
例
は
、
右
の
例
を
含
め
、
本
文
部
分
だ
け
で
、
四
十
五
例
で
あ
る
。

声
点
を
加
点
し
な
い
例
は
、
本
文
部
分
に
、
次
の
四
例
し
か
な
い
。

ゼ
ン市
丹
(
去
)
(
日
)
(
「
ゼ
ン
」
の
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
)

一
誼
(
平
調
)

(

6

)

誼
(
去
調

)(mmm)

問
主
哩

(
3
)

世間同(去濁

)(m)

尼
〈
平
濁
)
(
印
)

雅
(
上
濁
)
(
目
出
)

な
ど
。

一方、

日
本
漢
音
で
濁
音
と
な
る
字
に
濁

二
(
去
)
(
お
)

男
(
平
)
(
加
)

美
(
上
)
(
仙
)

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
一
次
朱
点
に
濁
声
点
が
無
か
っ
た
こ
と
も
、
金
王
丸
が
「
狼
藷
本
」
と
記
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

。
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
鎌
倉
中
期
点

を
濁
声
点
が
高
率
で
加
点
さ
れ
て
い
る
清
家
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
清
原
教
隆
の
加
点
本
を
移
点
し
た
本
で
あ
り
、
高
率
の
濁
声
点
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
存
本
全
十
三
巻
の
う
ち
、
漢

音
読
と
判
断
さ
れ
る
漢
字
へ
の
濁
声
点
加
点
例
は
、
三
七
七
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
濁
声
点
加
点
が
期
待
さ
れ
る
箇
所
に
単
点
が

加
点
さ
れ
て
い
る
例
は
、
十
三
例
の
み
で
あ
る
。
ー

口
、
鎌
倉
時
代
の
藤
原
家
点
本
に
お
け
る
濁
声
点

凶
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
史
部

は
じ
め
に
見
た
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
は
、
巻
第
十
一

1
巻
第
三
十
の
史
部
に
な
る
と
、
濁
声
点
加
点
の
状
況
が
一
変
す
る
。

濁
00 声

形点
式加
，点
例

汝2楳:(
! !四
~ ~九

つご例
五五)
130 155 

鹿
(
平
濁
)
(
一
七
郎
)

業
(
入
軽
濁
)
(
二
五
山
)

323 

0-

形
式

茅2妊
員者

三五
313 153 

亡
(
平
哩
(
二
九
仰
)

な
ど
、
四
十
五
例
。

開2宅
去濁
濁)

弓コ 七
ムム 145 
144 c:; 

鏡
(
平
濁
)
(
一
九
抑
)

任
(
去
濁
)
(
二
四
則
)

義
(
平
濁
)
(
二
五
則
)

虞
〔
平
濁
}
(
二
五
四
)

キ毅
(
去
調
)
(
二
五
削
)

奴
〔
平
濁
)
(
三

O
削
)

以
上
四
例
。
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単
声
点
加
点
例
(
一
四
五
例
)

任
(
き
(
一
五
叩
お
・
一
七
山
・
二
一
加
・
二
二
抑
・
二
三

m
m
・
二
回
問
・
二
丸
山
間
・
三

O
m加
加
)

任
(
平
)
(
二
三
削
・
二
四
日
)

雅
(
上
)
(
二
五
捌
・
三

Om)

餓
(
上
)
(
二
五
抑
)

義
(
き
(
三
O
側
側
姉
)

一議(去)(一九日
ω

・三
O
幻
M
m
抑
制
印
)

な
ど
、

四
五
例
。

右
に
例
を
掲
げ
た
通
り
、
史
部
に
お
け
る
濁
声
点
は
、

日
本
漢
音
に
お
い
て
濁
音
と
な
る
漢
字
の
四
分
の
一
程
度
に
し
か
加
点
さ
れ

て
い
な
い
。

本
資
料
の
奥
書
か
ら
、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
巻
第
十
一

i
巻
第
三
十
の
史
部
は
、
教
隆
に
師
事
し
た
北
条
実
時
と
そ
の
孫
貞

顕
に
よ
っ
て
、
書
写
・
加
点
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
時
の
書
写
は
、
文
永
十
一
年
(
一
二
七
四

)
1建
治
二
年
(
一
二
七
六
)
に
な

さ
れ
、
貞
顕
に
よ
る
書
写
は
、
徳
治
二
年
(
二
二
O
七
)
1延
慶
元
年
(
一
三
O
八
)
に
行
わ
れ
た
。
巻
第
十
一

i
巻
第
十
九
ま
で
は
藤
原

茂
範
に
よ
る
正
元
元
年
(
一
二
五
九
)
・
弘
長
三
年
(
一
一
ヱ
ハ
三
)
な
ど
の
加
点
に
基
づ
い
て
い
る
。
巻
第
二
十
一

i
巻
第
三
十
ま
で
は
藤

原
俊
国
に
よ
る
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)
等
の
加
点
本
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
史
部
で
使
用
さ
れ
る
ヲ
コ
ト
点
は
、
藤
原
南
家
・
日
野

家
で
も
用
い
ら
れ
た
古
紀
伝
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
底
本
で
あ
る
藤
原
茂
範
・
俊
国
の
訓
点
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
史
部
の
濁
声
点
は
、
右
に
掲
げ
た
通
り
、
大
部
分
、
清
原
家
が
用
い
た
∞
形
式
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
藤
原
家
の
底
本
に
あ
っ
た
濁
声
点
は
、
↑
形
式
の
四
例
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
、
∞
形
式
の
濁
声

点
は
、
元
の
ト
形
式
が
移
点
に
あ
た
っ
て
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
経
部
と
比
較
し
て
、
濁
声
点
加
点
率
が
低
い
こ
と

は
動
か
な
い
。

藤
原
家
加
点
本
は
、

(
6
)
 

和
訓
の
声
点
に
お
い
て
も
濁
声
点
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、

『
群
書
治
要
』
鎌
倉
中
期
点
の
経
部
と
史
部
と
の
濁
声
点
加
点
に
見
ら
れ
る
差
は
、
清
原
家
と
藤
原
家
と
の
差
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
い
て
、
清
家
は
濁
声
点
加
点
が
密
で
あ
り
、
藤
家
は
粗
で
あ
っ
た
、
と
判
断



さ
れ
る
。

三
、
清
原
家
・
藤
原
家
以
外
の
博
士
家
加
点
資
料
に
お
け
る
濁
声
点

ま
ず
、
清
原
家
と
同
じ
明
経
家
で
あ
る
中
原
家
加
点
資
料
か
ら
見
る
。

付
、
鎌
倉
時
代
の
中
原
家
点
本
に
お
け
る
濁
声
点

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

凶
高
山
寺
蔵
中
原
本
『
論
語
』
巻
第
四
嘉
元
元
年
点

嘉
元
元
年
二
三
O
三
)
中
原
師
有
の
「
累
祖
之
秘
説
奉
授
」
の
奥
書
を
有
す
る
巻
第
四
に
つ
い
て
、
日
本
漢
音
に
お
い
て
、
頭
音
を

濁
音
と
し
て
受
け
入
れ
た
漢
字
の
声
点
加
点
を
見
る
。

濁
声
点
加
点
例
(
四
四
例
)
(
〈
〉
内
は
反
切
。
以
下
同
じ
。
)

↑
形
式
:
:
:
暴
(
去
哩
(
叫
)
以
上
一
例
。

∞
形
式
:
:
:
冒
芸
哩
〈
莫
報
反
〉
色
(
日
)

冒
(
去
事
乱
(
日
)

任
〔
去
濁
)
す
(
加
)

な
ど
四
三
例
。

単
隅ク声
z点
(加
10 占
)例

問2一
芸一

二例
15 ~ 

敏
〔
上
)
(
幻
)

美
(
上
)
(
山
)

コ
旦
(
(
平
)

(

m

U

)

仁
〔
平
)
(
お
)

な
ど
。

右
の
と
お
り
、
濁
声
点
加
点
例
は
、
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
原
家
で
使
用
さ
れ
た
↑
形
式
の
濁
声
点
は
、

一
例
の
み

で
、
他
は
、
す
べ
て
∞
形
式
の
濁
声
点
で
あ
る
。
ま
た
、

(
7
)
 

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
は
、
「
中
原
家
の
訓
説
に
基
き
つ
つ
も
諸
説
を
勘
案
し
た
」
ら
し

325 

よ
っ
て
、
本
来
の
中
原
家
点
は
濁
声
点
を
あ
ま
り
使
用
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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日
中
原
康
隆
筆
『
尚
書
』
巻
第
六
元
徳
二
年
点

本
資
料
の
奥
書
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

元
徳
二
年
(
一
三
三
O
)
七
月
九
日
書
写
畢
/
縫
殿
権
助
中
原
康
隆
(
花
押
)
/
同
十
二
日
終
朱
点
切
了
/
同
十
五
日
終
墨
点
切
了

(
花
押
)
/
同
十
六
日
一
校
了
/

(
別
筆
)
権
大
外
記
中
原
重
貞

朱
声
点
は
わ
ず
か
で
あ
る
も
の
の
、
朱
の
濁
声
点
は
見
ら
れ
な
い
。

墨
声
点
も
、
次
の
例
が
、
日
本
漢
音
と
し
て
濁
音
と
な
る
漢
字
に
加
点
さ
れ
た
声
点
の
全
例
で
あ
る
。

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
冒
主
哩
〈
莫
報
反
〉
色
(
日
)

ゼ
イ

単
声
点
加
点
例
:
:
:
虞
丙
(
き
〈
如
鋭
反
〉

(
3
)

冒
〔
去
謂
)
乱
(
凶
)

任
(
去
哩
す
(
別
)

濁
声
点
加
点
例
は
、
四
例
中
三
例
で
あ
る
か
ら
、
高
率
の
濁
声
点
加
点
で
は
あ
る
。
し
か
し
二
ニ
例
と
も
∞
形
式
で
あ
り
、
中
原
家

の
伝
統
的
な
訓
点
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
彰た
撲7
;ft. 
日

卜

140 

こ
の
資
料
で
は
、

次
の
よ
う
に
、
仮
名
に
濁
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

ヂ

ツ

ボ

ゴ

ギ

ヤ

ク

肥
〈
女
乙
反
〉
比
(
日
)
戊
午

(
5
日
)
冒
虐
(
日
)

一
奉
迎
(
捌
)

ポ
ク牧
(
問
)

右
の
中
に
は
、
伝
統
的
な
反
切
・
同
音
字
注
を
加
点
す
る
例
が
含
ま
れ
る
。

あ
る
い
は
、
康
隆
は
、
漢
字
は
濁
声
点
を
加
点
す
る
対
象
と
し
て
適
当
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
中
原
家
訓
点
は
、
本
来
、
濁
声
点
を
多
く
は
加
点
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

口
、
鎌
倉
時
代
の
菅
原
家
点
本
に
お
け
る
濁
声
点

(
8
)
 

菅
原
家
に
は
、
大
江
家
と
同
じ
く
、
平
安
初
期
か
ら
訓
説
が
存
し
た
こ
と
が
訓
点
本
の
奥
書
等
か
ら
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
は
(
日
)

移
点
本
で
あ
っ
た
り
、
校
合
に
菅
家
本
を
引
く
訓
点
本
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
菅
家
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
た
漢
籍
は
、
少
な
い
。



ω
専
修
大
学
図
書
館
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
建
長
三
年
点

そ
こ
で
、
漢
籍
で
は
な
い
が
、
文
章
博
士
菅
原
長
成
が
建
長
三
年
(
一
二
五
一
)
に
加
点
し
た
専
修
大
学
図
書
館
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
』

上
巻
の
実
態
を
調
査
す
る
(
明
ら
か
な
呉
音
形
は
除
外
す
る
)
。
濁
声
点
は
、
全
例
、
∞
形
式
で
あ
る
。

濁
F' 

牙ヵ点
主 力日
包占

穴例
五(
6 一
)四

五
例

凱?
上
濁

八.
5 

外
(
去
掴
)
(
五
五
4
・
六
七
1
)

山岸(去調)(三
3
・
二
四
6

雅
〔
去
調
)
(
六
九
1
)

六
3
・
三
九
4
)

な
ど
。

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

単
声
点
加
点
例
(
五
例
)

納
(
入
)
(
三
六
5
)

徴
(
平
)
(
四
七
6
)

眉
〔
き
(
七
六
6
)

月
(
入
号
(
五
三
3
)

外
〔
去
〕
(
七
八
3
)

右
の
と
お
り
、
濁
声
点
の
加
点
率
が
高
い
。

日
高
山
寺
蔵
『
史
記
』
周
本
紀
鎌
倉
初
期
点

例
を
加
え
る
た
め
に
、
高
山
寺
蔵
『
史
記
』
周
本
紀
鎌
倉
初
期
点
の
実
態
を
見
る
。
本
点
は
、
菅
家
の
訓
点
を
伝
え
る
も
の
と
推
定

〔
刊
)

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
濁
声
点
は
、
全
例
、
∞
形
式
で
あ
る
。

濁
声

鬼3点
王イ加
g 点

ill例
八

理2日
去'-'
濁

584 
649 

戎
(
平
濁
)
(
間
)

相3
上
絹

601 
632 

亡
(
平
濁
)
(
叩
川
)

み
ゆ
冷
ノ

卜
(
人
経
理
(
刊
川
)

な
ど
。

単
声
戎;点
主 力日
(占

ε例
〆ー、

宵キ-

~ f7iJ 
、ーノ

9 

減
(
人
軽
〕
(
加
)

虐
〔
入
軽

)(mm)
牧
(
人
軽
)
(
問
)

蜜
(
入
軽
)

(

η

)

五
(
去
〕
(
初
)

な
ど
。

こ
の
資
料
も
、
濁
声
点
加
点
例
が
全
体
の
七
三
%
で
あ
り
、
加
点
率
が
高
い
。
し
か
し
、
右
の
専
修
大
学
図
書
館
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
』
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上
巻
と
く
ら
べ
る
と
、
不
徹
底
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
菅
家
の
訓
点
を
大
部
分
残
し
な
が
ら
も
、
そ
の
総
て
を
伝
え
る
資
料
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
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右
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
菅
家
訓
点
は
、
濁
声
点
を
高
率
で
加
点
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、
考
え
ら
れ
る
。

四
、
鎌
倉
時
代
の
仏
家
加
点
資
料
に
お
け
る
濁
声
点

博
士
家
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
濁
声
点
は
、
仏
家
の
も
の
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
(
日
)

↑
は
、
天
台
宗
か
ら
藤
原
家
に
伝
わ
り
、
中
原
家
も
こ
れ
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
∞
も
、
天
台
宗
寺
門
派

で
発
生
し
山
門
派
で
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
十
一
世
紀
末
に
は
真
言
宗
に
拡
大
し
、
博
士
家
に
及
ぶ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
仏
家
の
訓
点
本
に
お
け
る
濁
声
点
加
点
率
を
調
査
し
て
み
る
。

ハ
円
、
天
台
宗
に
お
け
る
濁
声
点

鎌
倉
時
代
の
天
台
宗
加
点
残
存
本
に
、
ト
声
点
が
使
用
さ
ね
て
い
る
も
の
か
否
か
、
い
ま
だ
筆
者
の
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
天
台
宗
に
お
い
て
も
、
∞
声
点
は
、
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
広
島
大
学
蔵
『
八
字
文
殊
儀
軌
』
永
暦
二
年
(
一
一
六
一
)
点
の
実
態
を
見
る
と
、
意
訳
宇
部
分
の
漢
字
へ
の
濁
声

点
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
陀
羅
尼
部
分
に
は
、
丁
寧
に
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

濁
声
点
は
、
天
台
宗
で
発
想
さ
れ
、
他
宗
が
そ
れ
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
天
台
宗
で
は
、
漢
音
を
示
す
た
め
に
は
濁
声
点

を
そ
れ
ほ
ど
使
用
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ω、
真
言
宗
に
お
け
る
濁
声
点



ω
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』

『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
字
音
点
に
お
い
て
は
、
院
政
期
以
前
に
は
、
濁
声
点
が
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
「
院
政

期
以
前
に
は
、
孔
雀
経
読
請
漢
音
が
伝
来
当
初
の
ま
ま
原
音
に
近
い
か
た
ち
で
学
習
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
と
考
え
ら

(
M
)
 

れ
て
い
る
。

(
お
)

し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
濁
声
点
加
点
が
見
ら
れ
る
。

左
に
、
上
巻
巻
頭
か
ら
五
十
行
固
ま
で
の
、
日
本
漢
音
に
お
け
る
濁
音
字
へ
の
声
点
加
点
例
を
抜
き
出
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
陀
羅

尼
・
党
語
音
訳
字
は
除
き
、
挙
例
に
あ
た
っ
て
、
各
本
の
振
り
仮
名
は
省
略
す
る
。
所
在
は
、
比
較
の
た
め
、
国
会
図
書
館
蔵
貞
応
版

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

本
の
行
数
で
統
一
し
て
示
す
。

①
仁
和
寺
蔵
本
建
久
八
年
(
二
九
七
)
頃
点
(
沼
本
克
明
先
生
か
ら
お
借
り
し
た
移
点
本
に
依
る
。
)

我(上濁
)
(
6
口
問

ωお
お
)

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
母
〔
上
哩

(
1
7
口
幻
)

如(平濁
)
(
6
7
n
m品
目
制
)

未
(
去
濁
)
(
鈎
)

木(バ

i
)
(灯
)

栂(去濁
)

(

H

U

)

人〔平濁
)
(
U
M
)

悩
〈
上
濁
}
(
白
羽
ぬ
)

減
(
入
軽
濁
)
(
刊
日
)

汝
(
上
濁
)
(
刊
日
)

市(平濁〕
(
H
H
叩
)

語
(
上
濁
)
(
必
)

(
幻
灯
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
我
(
上
)

(

6

)

獄
〔
入
)
(
お
)

②
東
京
大
学
蔵
本
鎌
倉
中
期
墨
点

(
日
)

こ
の
本
は
、
複
製
本
が
公
刊
さ
れ
、
分
紐
分
韻
表
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
母
(
上
埋

(
1
7
灯
)

乞凡(上濁)、

J

n
υ
p
n
o
n
O円
t
1
4
1
i
1
4
q
υ
q
u」

如(平濁
)
(
6
7
お
)

木(入軽濁
)

(

H

U

)

揖〈上濁
)

(

H

U

)

人(平濁
)
(
U
M
)

悩(上濁
)
(
H
M

必

ω)

未
(
去
濁
)
(
ぬ
)
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(
犯
)

而(上濁
)
(
H
H
m
)

汝
(
上
濁
)
(
必
)

吉岡(上濁
)

(

M

W

)

滅
工
喜
)
(
叩
刊
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
獄
(
入
軽
)
(
お
)

願〈去薗
)

(

7

u

m

m

)

悶
〔
去
濁
)
(
幻
)

爾
(
上
型

願(去哩
(
7
M
W
初
日
叫
)

爾
(
上
濁
)
(
位
)

日壮〈去濁)

日
M'
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③
龍
門
文
庫
蔵
延
慶
点

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
母
(
上
8
(
1
7
)

我(上面
)
(
6
6
7
口
)

如(平濁〕

(
6
7
幻
)

悩
(
上
掲
)
(
出
)

栂
(
上
軍
(
引
)

問
主
事
(
必
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
獄

5
S
)

④
国
会
図
書
館
蔵
貞
応
三
年
(
一
二
二
四
)
頃
点

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
母
(
上
哲

(
1
7
口
灯
)

我(上濁
}
(
6
6
7
口
日
目
お
お
)

人
(
平
濁
)
(
臼
U
)

悩
(
上
軍
(
日
目
N
M叩
)

未
(
去
濁
}
(
刊
日
)

木(入
E
)
(
H
U
)

(
幻
灯
印
)

而(平濁)(上軍
(
H
H
)

汝
(
上
濁
)
(
却
)

話
一
円
上
哩
(
必
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
獄
(
入
軽
)
(
お
)

減
〔
入
軽
〕
(
刊
日
)

以
上
、
本
に
よ
っ
て
小
異
が
あ
る
が
、
濁
声
点
加
点
率
は
、
比
較
的
高
い
。

日
『
理
趣
経
』

高
山
寺
蔵
本
の
影
印
な
ら
び
に
分
紐
分
韻
表
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
影
印
・
分
紐
分
韻
表
に
基
づ
い
て
、
若
干
例
を
記
す
。

①
高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
(
重
文
第
一
部
二
九
七
号
)

同
朱
点
濁
声
点
加
点
例
:
:
:
義
主
哩
(
灯
必

ω山
間
)

爾{上濁

)(mmm)

尼
(
平
経
濁
)
(
日
)

諸
問
(
上
濁
)
(
則
)

日(平濁)、

J

'
E
F
4
5
6
7
1
1」

単
声
点
加
点
例
:
:
:
義
〔
去

)(Ummm)

眉
(
平
)
(
問
)

吉
間
(
平
)

(

9

)

刷
墨
点
(
朱
点
を
補
う
加
点
)

願(去濁
)
(
7
U
)

如(平濁〕

(
6
7
旬刊品川叫)

栂
(
上
濁
)

(

U

)

徴
(
平
濁
)
(
ロ
幻
)

如(平
}

(

4

)

人
〔
平
濁
)
(
臼
)

願(去溺
)
(
7
U
お
お
)

悶
主
婦
}
(
必
)

爾〔上濁)

女
主
濁
)
(
川
)



濁
声
点
加
点
例
:
:
:
義
芸
濁
)
(
日
ぬ
羽
目
)

義
〔
上
濁
)
(
鈎
)

眉
(
上
濁
)
(
問
)

尼
(
平
濁
〉
(
問
山
)

而
(
平
濁
)
(
日
目
的
加
)

徴
(
平
調
)
(
初
日
)

味
(
去
濁
)
(
お
)

女
(
上
濁

)(mmmmu

女
〔
去
濁

)(mm)

語
(
上
哩

(
9
m
)

如
(
平
濁
〉
(
四
日
刊
幻
訪
日
制
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
儀
(
去
)
(
問
)

義
(
平
)
(
問
)

獄
(
人
程
)
(
臼
)

②
高
山
寺
蔵
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
写
本
(
童
文
第
四
部
三
六
函
五
号
)

奥
書
に
依
れ
ば
、
こ
の
本
の
朱
声
点
は
、
菅
原
為
長
(
二
五
八
|
一
二
四
六
)
が
加
点
し
た
も
の
を
移
点
し
て
い
る
。

同
朱
点

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
儀
(
平
哩
(
旧
)

獄
{
入
軽
濁
)
(
お
)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

義
芸
事
(
ぬ
判
必
幻
回
日
百

mmm刊
M
m
m
m出
幻
犯
日
目
白
)

眉
(
平
調
)
(
臼
)

尼(平調

)(um)

市
(
平
濁
)
(
日
目
白
問
)

徴
(
平
濁
)
(
ロ
刊
日
間
山
刊

M
M
m
m
m
m
m
)

味
(
去
濁
)
(
お
)

語
(
上
哩

(
9
)

語
(
去
濁
)

(

ω

)

語
(
上
濁
)
(
凶
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
爾
(
上
)
(
削
問
問
問
)

ω墨
点
(
朱
点
を
補
う
加
点
)

義
(
去
濁
)
(
日
ぬ
剖
)

義
(
平
濁
)
(
川
叫
幻
日
白
河
田
山
川

mmm)

爾
(
上
濁

)(mmmm)

濁
声
点
加
点
例
:
:
:
義
(
上
濁
)
(
印
別
)

韮阻〈平濁
)

(

9

)

如
(
平
濁
)
(
4
4
5
6
7
凶
お
)

単
声
点
加
点
例
:
:
:
儀
〔
き
(
山
)

義(去
)

(

M

m

)

獄
(
入
)
(
幻
)

右
の
と
お
り
で
あ
り
、
真
言
宗
で
は
濁
声
点
が
高
率
で
加
点
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

真
言
宗
加
点
資
料
で
は
、
院
政
期
の
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
三
教
指
帰
注
集
』
長
承
三
年
(
二
三
四
)
点
に
お
い
て
も
、
濁
声
点
が

高
率
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。

331 



332 

臼
、
法
相
宗
に
お
け
る
濁
声
点

¥ 

こ
れ
に
対
し
て
、
南
部
古
宗
の
法
相
宗
で
は
、
院
政
期
の
漢
音
訓
読
資
料
に
は
、
原
則
と
し
て
清
濁
を
区
別
し
て
い
な
い
。

興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
お
い
て
も
、
ま
れ
に
、

C
点
(
一

O
九
九
年
)

D
点
(
一

O
九
九
年
頃
)
・

E
点
(
一
一
一
六

年
)

-
F
点
(
二
七
O
年
)
に
濁
声
点
が
見
ら
れ
る
が
、
同
一
字
に
常
に
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
、
築
島
裕
は
、
「
声
点
の
歴
史
的
発
達
の
段
階
か
ら
見
て
、
比
較
的
早
い
時
期
の
状
態
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し

(
印
)

て
い
る
。

国
会
図
書
館
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
三
(
法
隆
寺
僧
覚
印
書
写
加
点
)

『
弁
正
論
』
保
安
四
年
三
一
二
三
)
点
(
法

隆
寺
僧
覚
印
・
静
図
書
写
加
点
)
な
ど
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

降
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
加
点
さ
れ
た
、
京
都
大
学
六
文
科
学
研
究
所
蔵
興
福
寺
僧
弁
淵
加
点
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
貞

応
二
年
(
一
二
二
三
)
墨
点
で
も
、
濁
声
点
加
点
例
は
、
日
本
漢
音
に
お
い
て
濁
音
形
と
な
る
例
の
一
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
左
に
、
若

干
例
を
記
す
。

な
ど
。昔日

大
(
人
里
(
六

6
)

(
初
)

同
時
に
弁
淵
が
加
点
し
た
『
大
唐
西
域
記
』
貞
応
二
年
(
一
二
二
三
)
点
も
、
同
様
で
あ
る
。

単濁
F口 F口
占占

加加
点点
例例

漠7貿t
る高

208 一
~ 18 

帽:子1'-フ
去ペヨ)上
(哩

m 宍
5 

慕ホ
き馬ハ

つ毒

261 企
ノ、

」ー 6

5g 

な
ど
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
法
相
宗
で
は
、
濁
声
点
は
学
ん
だ
も
の
の
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
『
大
唐
西
域
記
』
『
弁
正
論
』
の
訓
読
に

お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
盛
ん
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
法
相
宗
所
用
の
喜
多
院
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』

に
高
率
の
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

二
O
O年
頃
点
で
は
、
反
切
・
同
音
字



こ
の
、
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』
の
反
切
・
同
音
字
に
高
率
の
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
清
濁
表
示
法
の
歴

史
的
展
開
」
か
ら
、
「
複
声
点
方
式
に
吸
収
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
図
書
寮
本
類
東
名
義
抄
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
」
と

〈
幻
)

い
う
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
法
相
・
真
言
の
交
流
が
盛
ん
で
、
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』
の
撰
者
も
、
法
相
・
真
言
を
兼
学
し
天
台
と
も
関
係
が
あ
っ

(
幻
)

た
覚
印
の
よ
う
な
僧
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
法
相
・
真
言
を
兼
学
し
た
僧
を
通
じ
て
、
法
相
宗
で
も
高

率
の
声
点
加
点
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

た
だ
し
、
右
に
濁
声
点
加
点
が
粗
の
資
料
と
し
て
指
摘
し
た
『
弁
正
論
』
保
安
四
年
点
も
、
法
相
・
真
言
を
兼
学
し
た
覚
印
の
加
点

で
あ
る
か
ら
、
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』
の
加
点
者
が
覚
印
の
よ
う
な
僧
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
に
濁
声
点
が
密
に
加
点
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
訓
読
資
料
中
の
漢
語
と
、
字
書
の
音
注
と
の
位
椙
差
と
し
て
考
え
る
必
要
が
生
じ
る
。

五
、
濁
声
点
加
点
率
の
差
が
生
じ
た
理
由
と
実
際
の
発
音

以
上
、
濁
声
点
の
加
点
率
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
漢
音
資
料
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
濁
声
点
を
よ
く
加
点
す
る
博
士
家
・
宗
派

清
原
家
・
官
原
家
・
真
言
宗

二
、
濁
声
点
を
あ
ま
り
加
点
し
な
い
博
士
家
・
宗
派
|
|
藤
原
家
・
中
原
家
・
法
相
宗
(
・
天
台
宗
〈
推
定
〉
)

右
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

(M) 

平
安
時
代
に
は
、
中
国
漢
字
音
に
お
け
る
声
母
の
別
を
、
声
点
の
位
置
・
形
に
よ
っ
て
区
別
し
よ
う
と
す
る
資
料
が
存
し
た
。
醍
醐

333 

寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
平
安
後
期
点
な
ど
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
の
醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
平
安
後
期
点
は
、
片
仮

名
の
音
注
に
は
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
よ
る
清
濁
の
区
別
を
行
な
っ
て
い
る
。
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院
政
期
の
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』
や
唐
招
提
寺
蔵
『
孔
雀
経
音
義
』
で
も
、
掲
出
字
に
は
、
原
則
と
し
て
単
声
点
し
か
見
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
反
切
・
同
音
字
注
や
注
文
の
漢
字
に
は
、
濁
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
高
山
寺
蔵
『
孔
雀
経
単
字
』
鎌
倉
初
期
点
で
は
、
反
切
字
ば
か
り
で
な
く
掲
出
字
に
も
、
濁
声

点
が
加
点
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

漢
籍
訓
読
資
料
に
お
い
て
も
、
『
春
秋
経
伝
集
解
』
保
延
五
年
(
二
三
九
)
点
に
は
、
単
声
点
の
加
点
し
か
存
し
な
い
。
し
か
し
、
金

沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
鎌
倉
中
期
点
の
春
秋
左
氏
伝
に
は
、
高
率
の
濁
声
点
加
点
が
見
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
流
れ
を
と
ら
え
る
と
、
鎌
倉
時
代
以
降
は
、
濁
声
点
を
加
点
す
る
の
が
原
別
で
あ
り
、
濁
声
点
を
加
点
し
な
い
も
の

は
古
い
加
点
法
を
留
め
た
資
料
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
漢
音
を
示
す
声
点
加
点
に
お
い
て
、
古
い
加
点
法
を
留
め
た
学
派
・
宗
派
で
も
、
清
濁
を
ま
っ
た
く
区
別
し
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
中
原
康
隆
筆
『
尚
書
』
元
徳
二
年
点
で
は
、
仮
名
に
は
濁
点
が
加
点
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
天
台
宗
・
法
相
宗
に
お
い

て
も
、
『
法
華
経
』
等
の
呉
音
読
資
料
で
は
、
平
安
後
期
・
院
政
期
か
ら
、
本
来
の
濁
音
と
新
濁
(
連
濁
に
よ
る
濁
音
)
と
を
区
別
す
る
、

詳
し
い
・
濁
声
点
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
濁
声
点
を
あ
ま
り
加
点
し
な
い
学
派
・
宗
派
に
お
い
て
は
、
漢
音
を
示
す
場
合
に
濁
声
点
を
当
該
漢
字
に
直
接
加
点
す
る

の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

漢
字
音
に
清
濁
を
区
別
す
る
こ
と
は
、

日
本
語
の
音
韻
体
系
に
よ
っ
て
中
国
語
音
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
濁
声
点
を

加
点
し
た
漢
字
の
音
は
、
日
本
語
の
濁
音
と
し
て
発
音
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
濁
声
点
を
あ
ま
り
加
点
し
な
い
学
派
・
宗
派
に
お
け
る
漢
字
の
頭
音
が
ど
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い

た
の
か
は
、
難
問
で
あ
る
。
中
国
語
音
(
漢
字
音
)
を
仮
名
書
き
し
て
い
る
こ
と
と
、
他
家
の
濁
声
点
を
取
り
込
ん
で
濁
声
点
を
増
加



さ
せ
て
い
る
こ
と
と
か
ら
、
濁
声
点
を
あ
ま
り
加
点
し
な
い
学
派
・
宗
派
に
お
い
て
も
、

日
本
語
の
濁
音
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
、
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
古
い
加
点
法
を
鎌
倉
時
代
に
伝
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
語
原
音
に
お
け
る
声
母
の
区
別
を

留
め
た
発
音
が
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
、
否
定
で
き
な
い
。

六
、
む

す

び

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

以
上
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
音
資
料
は
、
濁
声
点
の
加
点
率
か
ら
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

本
稿
で
分
析
し
た
資
料
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
濁
声
点
を
よ
く
加
点
す
る
清
原
家
・
菅
原
家
・
真
言
宗

で
用
い
ら
れ
る
濁
声
点
は
∞
形
式
で
共
通
し
、
濁
声
点
を
あ
ま
り
加
点
し
な
い
藤
原
家
・
中
原
家
(
・
天
台
宗
〈
推
定
〉
)
で
用
い
ら
れ

る
濁
声
点
は
↑
形
式
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
訓
読
資
料
に
お
い
て
は
濁
声
点
を
あ
ま
り
加
点
し
な
い
法
相
宗
に
あ
っ
て
、
院
政
期
の
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』
反
切
・

同
音
字
声
点
に
密
な
濁
声
点
加
点
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
同
一
学
派
内
に
お
け
る
位
相
差
の
問
題
が
残

る。
今
後
、
調
査
文
献
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
考
え
た
い
。

i主
(
1
)
築
島
裕
「
濁
点
の
歴
史
」
(
「
東
京
大
学
教
養
部
人
文
科
学
科
紀
要
」
第
三
二
輯

国
文
学
漢
文
学
X
)
、
同
「
古
点
本
の
片
仮
名
の
濁
音
表
記

に
つ
い
て
」
(
「
国
語
研
究
」
第
三
三
号
)
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
(
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
)
第
六
部
第
三
章
。
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(
2
)
以
下
、
濁
声
点
加
点
の
実
態
を
調
査
す
る
前
提
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
漢
音
で
、
い
わ
ゆ
る
濁
音
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
漢
字
と
、
そ



う
で
な
い
漢
字
と
を
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
作
業
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
「
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
鎌
倉
中
期
点
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の
漢
音
|
声
母
に
つ
い
て
|
」
(
「
新
大
国
語
」
第
三
十
号
、
二

O
O五
年
三
月
)
に
記
し
た
。
以
下
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
諸
資
料
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
手
順
で
、
日
本
漢
音
と
し
て
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
判
断
し
た
。

(
3
)
原
本
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
三
千
院
当
局
、
並
び
に
、
閲
覧
に
際
し
お
世
話
い
た
だ
い
た
東
京
国
立
博
物
館
の
皆
様
に
、
記
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

(
4
)
墨
点
の
濁
声
点
に
は
、
全
体
の
三
分
の
一
程
度
↑
形
式
が
含
ま
れ
る
。
よ
っ
て
、
全
例
が
清
原
家
点
本
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
、

疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
例
に
該
当
す
る
箇
所
も
二
清
家
本
(
京
都
大
学
蔵
『
古
文
孝
経
』
鎌
倉
末
期
写
本
)
で
は
、
濁
声
点
が
加

点
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
京
都
大
学
蔵
本
清
家
本
で
は
、
「
睦
」
に
は
、
「
ホ
」
の
仮
名
を
加
え
て
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
議
」
に
該
当
す
る
箇
所
の
本
文
は
「
誼
」
で
あ
り
、
「
或
本
乍
議
」
の
注
記
が
あ
る
。

(
5
)
佐
々
木
勇
「
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
と
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
と
の
漢
字
音
の
比
較
|
|
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
漢
籍
と
和
化
漢
文
と
の
字

音
注
の
差
異
に
つ
い
て
|
」
(
「
音
声
研
究
」
第
八
巻
第
二
号
、
二

O
O四
年
八
月
)
、
参
照
。

(
6
)
築
島
裕
「
仮
名
声
点
の
起
源
と
発
達
」
(
『
金
田
一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
第
一
巻
国
語
学
編
』
〈
一
九
八
三
年
、
三
省
堂
〉
、
所
収
)
。

(
7
)
小
林
芳
規
「
高
山
寺
蔵
論
語

解
題
」
(
『
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
〈
一
九
八

O
年
、
東
京
大
学
出
版
会
〉
所

収)。

(
8
)
平
安
時
代
の
文
章
道
に
お
い
て
、
大
江
家
・
菅
原
家
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
、
古
記
録
・
古
訓
点
本
奥
書
に
よ
っ
て
、
知
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
大
江
家
の
博
士
に
よ
る
鎌
倉
時
代
の
古
訓
点
資
料
は
、
現
存
し
な
い
ら
し
い
。
大
江
家
訓
点
は
、
諸
訓
点
本
に
異
説
・
異
訓

と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
小
林
芳
規
『
解
伝
防
音
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
(
一
九
六
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
)
、
参
照
。

(9)
前
注
小
林
著
書
第
五
章
、
参
照
。

(
叩
)
注
(
8
)
小
林
著
書
、
コ
コ
二
頁
。
た
だ
し
、
築
島
裕
「
本
邦
史
記
伝
承
史
上
に
お
け
る
高
山
寺
本
史
記
の
位
置
」
(
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第

一
』
〈
一
九
八

O
年
、
東
京
大
学
出
版
会
〉
所
収
)
は
、
「
紀
伝
系
統
の
訓
点
」
で
あ
ろ
う
が
、
「
何
家
の
流
」
で
あ
る
か
は
不
明
、
と
す
る
。

(
日
)
注

(
8
)
小
林
著
書
、
参
照
。



(
ロ
)
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
(
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
)
、
八
九
一
t

良
。
こ
の
伝
播
に
関
し
て
、
同
書
八
九
二
頁
に
、
「
博
士

家
の
濁
声
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
家
に
よ
る
使
い
分
け
の
存
す
る
こ
と
が
小
林
芳
規
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
密
教
系

で
の
濁
声
点
の
ど
の
形
を
源
流
と
し
て
採
用
し
た
か
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
異
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
」
と
、
ま
と
め
て
い
る
。

(
臼
)
井
上
親
雄
「
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
古
点
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
十
九
輯
。

一
九
六
八
年
十
月
)
に
依
る
。

(
日
)
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
(
一
九
八
二
年
、
武
蔵
野
書
院
)
、

一
O
六
七
頁
。

鎌倉時代の日本漢音資料における濁声点加点について

(
日
)
院
政
末
期
1
鎌
倉
初
期
加
点
か
と
見
ら
れ
る
東
寺
蔵
本
(
第
十
二
函
四
号
)
に
、
す
で
に
詳
し
い
濁
声
点
加
点
が
存
す
る
(
沼
本
克
明
先
生
か

ら
お
借
り
し
た
移
点
本
に
依
る
)
。
『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
字
音
点
に
振
り
仮
名
が
全
巻
に
加
え
ら
れ
、
陀
羅
尼
・
本
文
の
漢
字
と
も
に
濁
声

点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
仁
和
寺
蔵
本
建
久
八
年
(
二
九
七
)
頃
点
が
加
点
さ
れ
た
時
期
に
、
孔
雀
経
読
調
音
か
ら
、
中
国
語
「
原
音
の
姿
が

完
全
に
消
滅
し
た
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
注
著
書
、
一

O
八
一
頁
。

(
日
)
『
竪

PJr詳
資
料
叢
書
第
十
五
巻
古
訓
点
資
料
集
付
』
(
一
九
八
六
年
、
汲
古
書
院
)
、
所
収
。
原
裕
「
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
仏
母

大
孔
雀
明
王
経
』
字
音
点
分
韻
表
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一

O
一
輯
、
一
九
九
八
年
九
月
)
・
李
京
哲
「
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵

『
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
』
の
分
韻
表
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
十
二
輯
、

一
九
九
九
年
五
月
)
。

(
灯
)
沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
理
趣
経
鎌
倉
期
点
解
説
並
び
に
影
印
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
六
輯
〈
一
九
八
三
年
、
武
蔵
野
書
院
〉
)
、
同
「
高
山

寺
蔵
『
般
若
理
趣
経
』
|
分
韻
表
|
」
(
「
昭
和
六
十
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

研
究
報
告
論
集
」
〈
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調

査
団
、
一
九
八
九
年
三
月
〉
)
、
参
照
。

(
同
)
大
谷
大
学
『
三
教
指
帰
注
集
の
研
究
』
(
一
九
九
二
年
、
大
谷
大
学
)
に
依
る
。
仁
和
寺
蔵
『
三
教
指
帰
』
鎌
倉
初
期
点
で
も
、
高
率
の
濁
声

点
加
点
が
な
さ
れ
て
い
る
(
築
島
裕
・
小
林
芳
規
・
沼
本
克
明
・
花
野
憲
道
・
月
本
雅
幸
・
松
本
光
隆
・
山
本
真
五
口
「
仁
和
寺
宝
蔵
三
教
指

帰
古
点
釈
文
」
〈
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
七
輯
、

(
日
)
築
島
裕
『
朝
一
碍
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究

(
別
)
法
相
宗
加
点
資
料
に
は
、
ム
形
式
の
濁
声
点
を
使
用
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ム
声
点
は
、
い
わ
ゆ
る
濁
音
ば
か
り
で
な
く
、
来
母
字
に

一
九
九
六
年
三
月
〉
参
照
)
。

研
究
篇
』
二
五
八
頁
。

337 

も
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
他
の
濁
声
点
と
異
な
る
。
佐
々
木
勇
「
声
点
ム
の
機
能
l
l『
弁
正
論
』
保
安
四
年
点
に
つ
い
て
|
」
(
「
か
が
み
」



338 

一
九
九
二
年
三
月
)
、
参
照
。

(
幻
)
高
松
政
雄
「
「
正
音
」
の
清
濁
名
義
抄
の
性
格
の
一
面
」
(
「
国
語
国
文
」
第
四
六
巻
一
一
号
、

一
九
七
七
年
十
一
月
)
、
参
照
。

第
三
十
一
号
、

(
幻
)
沼
本
注
(
ロ
)
著
書
、
八
一
七
頁
。

(
お
)
築
島
裕
「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
」
(
『
図
書
寮
本
類
家
名
義
抄
』
〈
一
九
六
九
年
、
勉
誠
社
〉
所
収
)
。

(
剖
)
沼
本
(
H
)
著
書
等
、
参
照
。

(
お
)
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
は
、

一
例
の
み
、
掲
出
字
濁
声
点
例
が
あ
る
。
「
宋
(
主
人
網
)
〔
上
型
ノ
ア
ミ
巽
」
(
二
九
七
7
)
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
文
選
読
み
の
例
で
あ
る
。

(
鉛
)
注
(
U
)
沼
本
著
書
、
参
照
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
二

O
O四
年
度
日
本
語
学
会
中
国
四
国
支
部
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
席
上
、
沼
本
克
明
先
生
・
榎
木
久
禁

氏
・
西
村
浩
子
氏
か
ら
、
有
益
な
ご
意
見
・
ご
質
問
を
頂
い
た
。
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。


